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營運計畫型交流之教師的成長  

- - 以訪談及 K J 法為基礎之分析 - -  

	

工藤節子 	 	

東 海大學日本語言文化學系 	 助 理教授 	

	

摘 要 	

 

	 	 	 在 充 滿 不 確 定 性 的 時 代 ， 教 師 亦 被 要 求 學 習 新 知 ， 並 思 考

如何實現教師的成長。為探討此課題，作者訪談兩位在不同大

學以協作方式實踐計畫型交流教育活動的教師，就其以教師立

場所察覺之處，依 K J 法 進行分析。 	

	 	 分 析 之結果顯示，此教育實踐乃以學生為主體之活動、藉由

合宿及田野調而展開之活動、及不同大學間之協作的方式進行，

而教師經由反省觀察該教育實踐確認到實踐知及課題。同時，

二教師所感受到之成長的項目雖有不同，但均體認到，即使有

困難，透過不同於習以為常之框架，得以獲取到新的體驗。本

文除檢討所謂成長，不僅指感受到正向積極之變化的成長外，

關於如延續到教師之察覺、同時抱持著糾葛及疑問與認知的變

化、行動之變化等可能性的成長，亦有論述。 	

	

關 鍵詞：不確定性、教師之成長、實踐智慧、察覺、 K J 法 	
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Professional Growth of the Teacher Managing Project-based 

Educational Exchange Activity: Through the Interviews and 

Analysis of KJ method 
 

Kudo Setsuko 

Assistant Professor, Tunghai University  

 

Abstract  

 

It is necessary for the teacher who keep learning in an era of 

uncertainty to consider how to achieve teacher's professional development. 

In this article, I interviewed two teachers managing project-based 

exchange activity collaborated between different universities, and 

analyzed their awareness of professional growth through KJ method.  As 

a result, it was confirmed that they have acquired practical wisdom and 

issues guided by the practice and reflection, through engaging in the 

project-based educational activity with features, such as  student-centered,  

fieldwork with training camp and a collaboration between different 

universities. Although the items of growth felt by the two teachers are 

different, there are a common point identified that new recognition through 

the new experiences with difficulties changed the framework of they have 

accustomed to. Regarding the growth, I discussed not only growth that 

they felt as a positive change, but also the conflicts and uncertainty which 

could lead to the changes in cognition and behavior, and further teacher's 

professional development.  

 

Keywords:Uncertainty, Teacher's Professional Growth, Practical 

Wisdom, Awareness, KJ Method 
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プ ロ ジ ェ ク ト 型 交 流 を 運 営 す る 教 師 の 成 長  

― イ ン タ ビ ュ ー と K J 法 に よ る 分 析 か ら ―  
 

工 藤 節 子   

東 海 大 學 日 本 語 言 文 化 學 系  助 理 教 授  

 

要 旨  

 

不 確 実 性 に 満 ち た 時 代 に は 教 師 に も 新 た な 学 び が 求 め ら れ 、

教 師 の 成 長 を ど う 実 現 し て い く の か を 考 え て い く 必 要 が あ る 。

そ こ で 、 プ ロ ジ ェ ク ト 型 交 流 と い う 教 育 活 動 を 、 異 な る 大 学

間 の 協 働 で 実 践 す る 二 人 の 教 師 に 教 師 と し て の 気 づ き に つ い

て イ ン タ ビ ュ ー し 、 K J 法 に よ る 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、

こ の 教 育 実 践 が 学 生 主 体 の 活 動 、 合 宿 と フ ィ ー ル ド を 舞 台 に

展 開 さ れ る 活 動 、 異 な る 大 学 間 の 協 働 で あ る こ と で 、 省 察 を

経 た 多 く の 実 践 知 と 課 題 が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 二 人 の 教 師 が

感 じ る 成 長 の 項 目 は 異 な る が 、 自 身 が な じ ん で き た 枠 組 み と

は 違 う 新 た な 経 験 を 通 し て 、 困 難 を 伴 い な が ら も 新 た な 認 識

を 得 て い る と い う 共 通 す る 点 が あ っ た 。 成 長 に 関 し て は ポ ジ

テ ィ ブ な 変 化 と し て 感 じ る 成 長 だ け で は な く 、 教 師 の 気 づ き 、

葛 藤 や 疑 問 を 抱 え な が ら の 認 識 の 変 化 、 行 動 の 変 化 に つ な が

る 可 能 性 の あ る 成 長 に つ い て も 論 じ た 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 不 確 実 性 、 教 師 の 成 長 、 実 践 知 、 気 づ き 、 K J

法   
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プ ロ ジ ェ ク ト 型 交 流 を 運 営 す る 教 師 の 成 長  

― イ ン タ ビ ュ ー と K J 法 に よ る 分 析 か ら ―  

 

工 藤 節 子   

東 海 大 學 日 本 語 言 文 化 學 系  助 理 教 授  

 

１ ． は じ め に  

本 論 文 は 、 プ ロ ジ ェ ク ト 型 交 流 の 活 動 1 を デ ザ イ ン し 運 営

に 関 わ っ た 教 師 の 成 長 を 論 じ る も の で あ る 。 教 師 の 成 長 に つ

い て 金 田 （ 2 0 0 6 ） は 、 「 教 師 と し て 経 験 を つ み 、 研 鑽 を 積

ん で い き さ え す れ 力 量 が 備 わ り 新 た な 成 長 を 目 指 す 必 要 も な

く 仕 事 が 続 け ら れ る か 」 と い え ば そ れ は 難 し く 、 社 会 の 変 化 、

教 え る 内 容 や 方 法 も 変 わ り 、 通 信 技 術 の 進 化 、 職 場 環 境 の 変

化 に よ っ て 固 定 的 な 目 標 や 必 要 十 分 な 課 題 は な く 、 そ れ ぞ れ

の 教 師 が 成 長 段 階 を 意 識 し た 上 で 主 体 的 に 課 題 を 認 識 し 、 解

決 し て い く こ と が 求 め ら れ る と 述 べ て い る 2 。 と り わ け 、 通

信 技 術 が 普 及 し情報や 経済がグロ ーバル 化 す る 時 代 に は 、 教

科書の 知 識 だ け で は対応で き な い 問 題 を 知 り 問 題 解 決 を 目 指

す 能 力 、 異 な る 言 語 や 文 化背景の 人 た ち と 交 流 し 、 協 力 し て

仕 事 が で き る 能 力 が 必 要 だ と 言 わ れ て い る が 3 、 こ う し た 新

し い 能 力観に基づ い て 教 育 を 進 め て い く た め に は 、 知 識伝授

型 で は な い 「 新 し い 知 識観」 に基づ い て 、 授業を デ ザ イ ン し 、

実 施 す る 能 力 が 教 師 に 必 要 と さ れ て い る 4 。 不 確 実 性 に 満 ち

 
1  ここで述べるプロジェクト型交流とは、グローバルな課題や日本と台湾の地域

の活動について日本と台湾の学生が交流を通して共に学び、その中でおこる問

題を協力し合いながら解決していく活動で、複数の大学の教師が企画と運営に

関わっている。詳しくは工藤節子（2 0 1 9）を参照されたい。 
2  金 田 智 子 （ 2 0 0 6 ） 「 教 師 の 成 長 過 程 」 P . 2 6 - 4 3  
3  松 尾 知 明 （ 2 0 1 5 ） は 、 知 識 基 盤 社 会 の 到 来 に よ り 、 自 律 的 に 活 動

す る 能 力 、 相 互 作 用 に 道 具 を 用 い る 力 も 求 め ら れ る と 述 べ て い る 。  
4 「 新 し い 知 識 観 」 と は 知 識 伝 達 型 で 教 師 が 伝 え る も の で は な く 、 自

ら 文 化 実 践 に 参 加 し ま わ り の 道 具 や 他 者 と の 間 の 分 か ち 合 い を 通 し

て 得 ら れ る も の と し て い る 。 （ 大 島 純 （ 2 0 1 0 ） 「 教 師 の 学 び の 新

し い 可 能 性 － デ ザ イ ン 研 究 と い う 授 業 の あ り 方 」 P . 4 8 ）  
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た 時 代 に 、 こ の よ う な 新 し い 能 力観に基づ い た 教 育 を 実 践 す

る 教 師 に は 、 新 た な 学 び が 求 め ら れ 、 教 師 の 成 長 を ど の よ う

に 実 現 し て い く の か を 考 え て い く 必 要 が あ る 。  

本 論 文 で は 、 日 本 と 台湾の 大 学 が 協 働 で 行 っ て い る プ ロ ジ

ェ ク ト 型 交 流 と い う 教 育 実 践 の 運 営 に 関 わ っ た 教 師への イ ン

タ ビ ュ ー と そ の後の K J 法 に よ る 分 析 を 通 し て 、 教 師 に ど の

よ う な 成 長 が 生 ま れ て い る の か を 考 察 す る 。  

 

２． 教 師 の 成 長  

 教 師 の 成 長 や 研 修 に 関 係 す る 先 行 研 究 は 少 な く な い 。 岡

崎・岡崎（ 1 9 9 7） に よ れ ば 、 1 9 8 0 年代 の 「 教 師 トレーニン

グ」 を見直し 「 教 師 の 成 長 」 を ど う促す か と い う視点 か ら 自

己研修型 教 師 が 求 め ら れ 、 内 省 に基づ く 認 識 の 変 容 が重視さ

れ る よ う に な っ た と い う 5 。 「 反 省 的 実 践 家 」 を 提 唱 し た シ

ョ ー ン 6 は 、 「 技 術 的 熟 達 者 」 の 持 つ 専 門 的 知 識 や 科 学 的 技

術 だ け で は 現 代 社 会 が 抱 え る複雑な 問 題 が 解 決 で き な い こ と

か ら 、 こ れ に 代 わ る 「反省 的 実 践家」 の専門性 と し て 「 行為

の中の 知 」 「 行為の中の 省 察 」 「状況と の対話」 を示し た 。

「 行為の中の 知 」 と は専門家が 行 う暗黙の 認 識 や判断、熟練

し た 行為の も と に な っ て い る も の で あ る 。 「 行為の中の 省 察 」

と は 、 そ う し た 実 践 の中で 、 行為の最中に 感 じ る 「 う ま く い

く 感覚」 や 「何か が 違 う と 感 じ る 」 気 づ き で あ り 、 そ こ で 自

身 が無意 識 に持っ て い た役割や 問 題 に対す る 自 分 の フレーム

に 気 づ い て 新 た な 枠 組 み を模索す る 「状況と の対話」 が 生 ま

れ る と い う 。 多 く の 場 合 、 実 践 の 「 行為の中の 省 察 」 、或い

 
5  岡 崎 敏 雄 ・ 岡 崎 眸 ( 1 9 9 7 ) 、 P . 2 3 - 3 6  
6  ドナルド・ショーン（佐藤・秋田訳）（2 0 0 1）『専 門 家 の 知 恵 - 反 省 的 実  

践 家 は 行 為 し な が ら 考 え る - 』 ゆ み る 出 版 、柳 沢 昌 一 ・ 三 輪 建 二  

（ 2 0 0 7 ） 『 省 察 的 実 践 と は 何 か 』 鳳 書 房  
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は 事後の 「 行為に つ い て の 省 察 」 で は 、喜び や驚き 、 時 に は

困惑や 不 確 か さ の 感覚か ら 「状況と の対話」 が 生 ま れ 、 こ の

よ う な 省 察 を 経 て専門家と し て の 実 践 知 を形成 し て い く の だ

と い う 。  

 こ の他、 日 本 語 教 育 におい て 教 師 の 成 長 に つ い て 論 じ た 文

献 に 金 田 （ 2 0 0 6 、 2 0 0 9 7 ） 、 飯 野 （ 2 0 1 2 、 2 0 1 7 ） 、 内 山

（ 2 0 1 9） 8 、横溝（ 2 0 0 6 ） 、松下（ 2 0 1 6 ）等が あ る 。松下

（ 2 0 1 6 ） は 、 生 涯 教 育 の 観 点 か ら 日 本 語 教 師 の 自 己 成 長 を

I n f o r m a l 学習の中で位置づ け 、過去の 経 験 か ら ど の よ う に

気 づ き や 省 察 が 行 わ れ た か に つ い て２名のライ フスト ーリー

を 分 析 し た 。松下に よ れ ば 、 教 師 の 学 び と は 「 日 本 語 教 師 が

過去の 人 生 を振り返り 、 そ の 経 験 を 教 師 と し て 自 分 に 関連づ

け る こ と で価値観の 変 化 が起き る こ と 」 で あ り 、 「 自 分 の価

値観の 変 容 に 気 づ い た と き に 「 教 師 は 成 長 し た 」 と 感 じ る 」

の だ と い う 9。  

一方 、 教 師 の 「 成 長 」 をアイ デ ン テ ィ テ ィ の 交渉や 変 容 と

と ら え る 飯 野 （ 2 0 1 2 ） は 、 ３ 人 の 教 師 の 事 例 を も と に 、 日

本 語 教 育コミュニテ ィ と の 関係性 及 び 新 た な 実 践 を 通 し て 教

育への 多様な位置づ け が 生 ま れ た こ と 、 こ う し た 教 師 と し て

のアイ デ ン テ ィ テ ィ の形成 、再形成 を 成 長 と位置づ け て い る

1 0 。 ま た 、 飯 野 （ 2 0 1 7 ） 1 1 で は 、 成 長 を 捉 え る 視 点 と し て

３つ の視点 （第一の立場 ： 行 動 主義心理 学 、第二 の立場 ： 認

 
7  金 田 智 子 （ 2 0 0 9 ） で は 現 職 者 研 修 を 中 心 に 、 教 師 の 成 長 を 促 す 要

因 、 方 法 が 具 体 的 に 紹 介 さ れ て い る 。  
8  内 山 喜 代 成 （ 2 0 1 9 ） で は 、 複 線 径 路 等 至 性 ア プ ロ ー チ を 用 い 、 教

師 の 成 長 の 過 程 で 教 室 デ ザ イ ン を ど の よ う に 変 容 さ せ て い っ た か を

分 析 し て い る 。  
9  松 下 恵 子 （ 2 0 1 6 ） 、 P . 1 3 7  
1 0  飯 野 令 子 （ 2 0 1 2 ） 、 P ． 4 - 7  
1 1  飯 野 令 子 （ 2 0 1 7 ） 『 日 本 語 教 師 の 成 長 ー ラ イ フ ス ト ー リ ー か ら 見  

る 教 育 実 践 の 立 場 の 変 化 』 コ コ 出 版  
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知心理 学 、第三の立場 ： 社 会 文 化 的アプ ロ ーチ） を提示し 、

教 師 の 内面の 変 化 だ け で な く 学習者や 時 に は軋轢や 葛 藤 を 体

験 す る 実 践コミュニテ ィ に つ い て も 論 じ る 必 要 性 が あ る こ と

を説い た 。 そ し て飯野は第三の立場 で５人 の 教 師 の 「 教 師 の

成 長 」 を 論 じ 、 教 師 の 成 長 が 教 師個人 に と ど ま らず教 育 実 践

や 日 本 語 教 育全体 の発展 に も貢献す る こ と を明ら か に し た 。  

 

３． プ ロ ジ ェ ク ト 型 交 流  

3 . 1  プ ロ ジ ェ ク ト 型 交 流 の始ま り と テ ーマ  

こ の 活 動 の 始 ま り は 2 0 0 6 年 に さ か の ぼ る が 1 2 、 筆 者 は

2 0 0 7 年か ら参加し て い る 。 こ の 活 動 の 目 的 は 、 教科書の 知

識 だ け で は わ か ら な いグロ ーバル な 問 題 や地域の 文 化 に つ い

て 異 な る 言 語 の 人 た ち と 交 流 し な が ら 学 び 、 協 力 し て 仕 事 が

で き る 能 力 を 育 成 す る こ と で あ り 、 2 0 1 9 年 夏ま で 続 い て い

る 1 3。今回イ ン タ ビ ュ ー を し た の は 、 N 大 学 と A 大 学 の 教 師

A と B で 、 こ の 活 動 に 長 く参画し て い る 教 師 で あ る 。表１ は

2 0 0 7 年 夏以降の テ ーマと 教 師 A、 B の参加状況で あ る 。  

 

表１ プ ロ ジ ェ ク ト 型 交 流 の テ ーマ  

   時 間   場 所  活 動 の テ ー マ  A  B  

１  2 0 0 7 年 夏  名 古 屋 市  保 見 団 地 、 多 文 化 共 生  ○   

２  2 0 0 8 年 春  仁 愛 郷  霧 社 原 住 民 コ ミ ュ ニ テ ィ  ○   

３  2 0 0 8 年 夏  岡 崎 市  岡 崎 の 農 業 、 商 店 街 、 城 下 町  ○   

４  2 0 0 9 年 春  嘉 義 県  農 家 生 計 、 パ イ ナ ッ プ ル 、 筍  ○   

５  2 0 0 9 年 夏  豊 橋 市  手 筒 花 火 、 農 業 、 多 文 化 共 生  ○   

６  2 0 1 0 年 春  霧 峰 区  長 青 学 宛 、 歴 史 、 短 歌  ○   

７  2 0 1 0 年 夏  浜 松 市  餃 子 、 浴 衣 、 多 文 化 共 生  ○   

 
1 2   最初はネットワークのある台湾の T 大学、Z 大学、日本の N 大学の教師間の

協働の活動として始まったが、2 0 0 7 年にＴ大学と日本の N 大学の協定により

授業として単位化された（Ｔ大学が行う春の授業は１単位、Ｎ大学が行う夏の

授業は２単位）。その後、日本の A 大学、Ｓ大学の学生や教師が参加すること

もあったが、2 0 1 2 年以降は日本の A 大学、N 大学、台湾のＴ大学が中心となり

運営するようになった。参加する人数は日台の学生合わせて毎回 2 0 名～ 4 0
名、教師は 3～5 名である。  

1 3   2 0 1 2 年春は他の活動のため、2 0 1 6 年春は高雄地震、2 0 2 0 年春はコロナ禍

により中止となった。  



 
 

35 

 

８  2 0 1 1 年 春  台 中 市  客 家 、 眷 村 、 市 場 、 老 街  ○   

９  2 0 1 1 年 夏  浜 松 市  自 動 車 産 業 、 浜 岡 原 発  ○   

1 0  2 0 1 2 年 夏  額 田 市  高 齢 者 交 流 ・ 環 境 （ 間 伐 ）  ○  ○  

1 1  2 0 1 3 年 春  台 北 市  新 台 湾 の 子 、 特 殊 教 育   ○  

1 2  2 0 1 3 年 夏  岡 崎 市  八 丁 味 噌 ・ 農 業 （ 酪 農 ）  ○  ○  

1 3  2 0 1 4 年 春  台 南 市  植 民 地 時 代 の 歴 史 と 今  ○   

1 4  2 0 1 4 年 夏  豊 橋 市  シ ャ ッ タ ー 街 ・ 多 文 化 共 生  ○  ○  

1 5  2 0 1 5 年 春  宜 蘭 市  伝 統 文 化 、 高 齢 者 介 護  〇   

1 6  2 0 1 5 年 夏  豊 橋 市  祭 り ・ 宗 教 ・ 農 業  〇  ○  

1 7  2 0 1 6 年 春  高 雄 市  新 興 産 業 ・ み な と 文 化  中 止  

1 8  2 0 1 6 年 夏  名 古 屋 市  グ ロ ー バ ル 化 と 市 民 運 動   ○  〇  

1 9  2 0 1 7 年 春  台 南 市  六 甲 の 歴 史 文 化 、 多 文 化 共 生   〇   

2 0  2 0 1 7 年 夏  名 古 屋 市   外 国 人 の 労 働 、 越 境 と 仕 事  〇  ○  

2 1  2 0 1 8 年 春  台 中 市   社 會 企 業 と シ ェ ア エ コ ノ ミ ー  〇   

2 2  2 0 1 8 年 夏  伊 勢 市  三 重 ブ ラ ン ド ・ 地 域 興 し  〇  ○  

2 3   2 0 1 9 年 春  台 南 市  六 甲 に お け る 多 元 言 語 教 育  ○   

2 4  2 0 1 9 年 夏  名 古 屋 市  大 学 生 の イ ン タ ー ン  ○  ○  

2 5  2 0 2 0 年 春  福 興 鄉  地 方 再 生 、 S D G s   中 止  

3 . 2  活 動 内 容 と 教 師 の役割  

活 動 は 、約３か月間 の準備期間 を 経 て 日 本 の 大 学 生 と 台湾

の 大 学 生 が５泊６日 の 合 宿 を し な が ら 日 台混合 のグル ー プ を

組 み 日 本 と 台湾の地域の 課 題 に つ い て 学ぶも の で 、地元の 関

係者と 交 流 を し 、話を聞き な が ら 学習を 進 め 、夜はミー テ ィ

ングを し て 活 動 を振り返り翌日 の 活 動 の準備 を す る 。 合 宿 が

日 本 で 行 わ れ る 場 合 は 自炊に な る の で 、食事作り も皆が い っ

しょに 行 う 。最後は 、５日 間 学 ん だ こ と を発表し 、 そ の後報

告書を作成 し てお世話に な っ た 方々に送る 。  

 教 師 は 関係校の 教 師 と 共 に テ ーマの 決 定 を し 、 関係す る フ

ィ ー ル ド の 協 力者を探し て 学 生募集を し 、 関係者の 協 力 を仰

ぎな が ら 学習環 境 の デ ザ イ ン を 進 め る 。 活 動中、 教 師 は ファ

リシテ ー タ ー と し て の役割を担う 。 学 生 が責任を も っ て 活 動

に参画で き る よ う 、 な る べ く 学 生 が 主 体 と な っ て準備 、 運 営

を 行 う よ う 指導す る こ と も 教 師 の役割で あ る 。  

 

4． 研究方 法  

4 . 1 イ ン タ ビ ュ ー  
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イ ン タ ビ ュ ー は 、 教 師 A、 B にオンライ ン で 2 0 2 0 年 9 月

2 日 か ら 2 0 2 1 年 2 月 5 日 ま で２回ずつ 行 っ た 1 4。 イ ン タ ビ

ュ ー の質問 は 、 教 師 と し て ど の よ う な 成 長 が あ っ た の か を聞

く た め に 、直接「 ど の よ う な 成 長 が あ り ま し た か 」 と い う質

問 はせず、 「●●先生 が●年か ら こ の 活 動 に か か わ っ て こ ら

れ て 、 も ちろん 、 活 動 の テ ーマも 、参加す る 学 生 も そ の都度

変 わ っ て い た と思い ま す が 、ご自 分 を振り返っ て 、 教 師 と し

て の 変 化 や 成 長 に繋が る よ う な 、 気 づ き や 気 に な る と ころに

つ い て 、お答え く だ さ い 。具体 的 に は キ ー ワ ー ド を 1 0 個ぐ

ら い あげて い た だ き 、 そ の 言葉の説明を し て い た だ き な が ら

エピソー ド等を伺い ま す 」 と い う聞き 方 を し た 。 なぜキ ー ワ

ー ド を 最 初 に あ げ て も ら っ た か と い う と 、 や ま だ （ 2 0 0 5 ）

が 述 べ る よ う に 、調査者に と っ て 意味あ る・重要 と思う こ と

と当事者が そ う思っ て い る こ と は 違 う 可 能 性 が あ り 、 「 現 実

に何が起こ っ て い る か 、 ど の よ う に 経 験 さ れ て い る の か 」 を

知 る こ と と 「当事者が 自 分 自 身 の中で 意味づ け て い る出来事

と出来事 の 結 び つ け か た 」 1 5が重要 だ と 考 え た か ら で あ る 。  

ま た 、 「 成 長 」 と い う 言葉を最初に使わず「 気 に な る 」 と

い う 言葉を使っ て振り返っ て も ら っ た の は 、明確 で ポ ジ テ ィ

ブ な 変 化 を表す 成 長 と い う 経 験 だ け で は な く 、 学習者や 教 育

現 場 の他者や 事物と イ ン タ ーアクション を す る中で 感 じ る思

い や 教 師 と し て 感 じ る 疑 問 や 葛 藤 も 、 教 師 と し て の 枠 を広げ

成 長 に つ な が る 要素だ と 考 え た か ら で あ る 。 教 師 A、 B の プ

ロ フ ィ ー ル は以下の 通 り で あ る 。  

 
1 4  １回目インタビューで詳しく聞けていなかった所を 2 回目で内容を確認しなが

ら聞いた。A先生のインタビュー時間は１回目（2 0 2 0 年 9 月 8 日）：１時間 2 3
分、2 回目（2 0 2 1 年 1 月 3 0 日）：3 9 分、B 先生のインタビュー時間は１回目

（2 0 2 0 年 9 月 2 日）：１時間 1 8 分、2 回目（2 0 2 1 年 2 月 5 日）：5 4 分であ

る。  
1 5 や ま だ よ う こ （ 2 0 0 5 ） 「 ラ イ フ ス ト ー リ ー 研 究 ― イ ン タ ビ ュ ー で

語 り を と ら え る 方 法 ― 」 、 P . 2 0 2 - 2 0 3  
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表 2  教 師 の プ ロ フ ィ ー ル  

 年 齢  性 別  専 門  こ の 活 動 の 経 験  教 師 歴  

A  5 0 代  女 性  日 本 文 学  2 0 0 7 年 ～ 2 0 1 9 年  2 3 年  

B  6 0 代  女 性  日 本 語 教 育  2 0 1 2 年 ～ 2 0 1 9 年  3 9 年  

 

ま た 2 人 の 教 師 が最初に挙げた キ ー ワ ー ド は以下の よ う な も

の だ っ た 。  

表 3  始め に挙げて も ら っ た キ ー ワ ー ド 1 6
 

A  待 つ 、 忍 耐 、 共 同 （ 協 働 ） 、 伝 達 （ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ） 、

発 信 、 文 脈 （ ス ト ー リ ー ） 、 振 り 返 り （ 内 省 ） 、 言 語 （ 外 国

語 ） 、 タ フ さ （ 肉 体 、 精 神 ） 、 柔 軟 性  

B  教 師 の 役 割 、 濃 い 関 係 、 教 員 グ ル ー プ 、 学 生 か ら の 報 告 、 ニ

ッ ク ネ ー ム 、 正 課 授 業 、 ピ ア の 学 び 、 合 宿 、 引 率 、 コ ン テ ン

ツ  

4 . 2  K J 法  

イ ン タ ビ ュ ー におけ る 教 師 の回答は 文字化 を し て K J 法 に

よ っ て 行 う 。 K J 法 は 、 川 喜 田 二 郎 1 7 が 考 案 し た 研 究 方 法 で

あ り 、 デ ー タ をカー ド 化 し てラベル を作り 、グル ー プ 分 け を

経 て そ の 関係を図解 化 し 、 文章化 し て デ ー タ の 解釈を 行 う も

の で あ る 。  

図１  K J 法 の手順 1 8  

 

「 デ ー タ を先入観や期待、既存の仮設や 理 論 に あ て は め る の

 
1 6  A 先生があげたキーワードの（  ）内の言葉は、A 先生が補ったものであ

り、そのまま載せた。  
1 7  川喜田二郎『発想法- 創 造 性 開 発 の た め に - 』（ 1 9 8 2）、『続・発想法-

Ｋ Ｊ 法 の 展 開 と 応 用 - 』（1 9 9 1）  
1 8 川 喜 田 の 著 作 を も と に K J 法 の 手 順 を ま と め た 田 中 （ 2 0 1 0 ） 「 K J

法 入 門 ： 質 的 デ ー タ 分 析 法 と し て K J 法 を 行 う 前 に 」 に よ る 。  
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で は な く 、ボトムアップ に デ ー タ を そ の も の に 語 らせて秩序

を見出し て い く 」 1 9の が特徴と さ れ て い る 。  

イ ン タ ビ ュ ー を 行 っ て か ら 文字化 を し 、 分 析 の 方 法 と し て

は 、 イ ン タ ビ ュ ー の最初に あげて も ら っ た キ ー ワ ー ド は あ る

が 、 な る べ く そ れ ら に拘らずに 、 イ ン タ ビ ュ ー の 内 容 の中で

教 師 と し て の 気 づ き や 気 に な る と ころ、 成 長 し た と 語 っ て い

る部分 に注目 し 、ラベル を作りグル ー プ 化 し て い っ た 。  

 

5． イ ン タ ビ ュ ー の 分 析  

5 . 1  A 先生  

5 . 1 . 1  分 析 の プ ロセス  

A 先生 は 日 本 文 学 の専門で 、 2 0 0 7 年か ら こ の 活 動 を担当

し 、 2 0 1 3 年春以外全て の 活 動 に参画し て い る 。 A 先生 の イ

ン タ ビ ュ ー を 分 析 し 、最初の 段 階 で 4 9 枚カー ド 化 し た 。 そ

こ か らラベル を作り 、似て い る も の を集め て小グル ー プ に し 、

共 通 す る概念の表札を作る過程を表 4 の よ う に 行 っ た 2 0 。  

表 4 小グル ー プ作成例  

【コミュニケーション は 言葉だ け で は な い】  

 カ ー ド  ラ ベ ル  

2 9  実 は 言 葉 は あ ま り わ か ら な い け ど 、 い い

味 出 し て い た な と か 、 う ま く コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン で き て い る っ て い う か 、 そ れ は

私 の 中 で 驚 き で 、 、 、  

言 葉 が 足 り な く

て も い い 味 を 出

し て い る  

3 0  外 国 語 は で き る に は こ し た こ と が な い ん

だ け ど 、 で き な い か ら と い っ て 臆 病 に な

っ た り せ ず 、 い く ら で も コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン 方 法 は あ る と い う ふ う に 考 え て く れ

る と 、 い い の か な 。  

外 国 語 の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン に

は い ろ い ろ な 方

法 が あ る  

3 1  （ 言 葉 の 役 割 は ） 大 き い け ど 、 大 き く な

い と い う 言 い 方 も 変 か も し れ な い け ど 、

そ れ が 全 て で は な い 。 他 の 才 覚 で 補 っ た

り 乗 り 切 れ る こ と は あ る か な と 思 い ま す  

他 の 才 覚 で 補 っ

て 乗 り 切 れ る  

 
1 9  伊藤哲司・能智正博・田中共子編（2 0 1 0）、「第 9 章 質的データの分析技

法」p . 1 2 5  
2 0  田中（ 2 0 1 1）は、データの収集方法、分析方法、解釈の視点など「構造化に

至る軌跡の開示」を重要視しており、本論文は、これを参考にプロセスを示し

た。表の左にある数字はカードの通し番号である。  
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3 2  人 柄 か な 、 性 格 か な 、 態 度 だ っ た り 、 一

生 懸 命 仕 し て く れ て い て 、 で き な い な り

に す ご く 一 生 懸 命 し て く れ る 子 は や っ ぱ

り 、 お 互 い に わ か る の で ・ ・  

性 格 や 一 生 懸 命

な 態 度 で 相 手 に

伝 わ る  

 

こ の例は A 先生 がコミュニケーション に つ い て 認 識 の 変 化

を 語 っ て い る部分 をラベル に し た も の で あ る 。同じ よ う な こ

と を 言 っ て い るラベル を集め て小グル ー プ 化 し た 。 A 先生 に

よ れ ば 、 台湾の 学 生 と接し て か ら 、 言葉が足り な く て も 人柄、

他の才覚がコミュニケーション に影響す る こ と を 知 り 、コミ

ュニケーション は 言 語 だ け で は な い 、 と い う 認 識 を 得 た と い

う 。 ま た 、 こ う し た こ と は 、外国語 だ け で は な く母語 で も 言

え る こ と で 、 言葉が足り な い と思っ て も 人柄や態度で伝え ら

れ る も の が 大 き い と 考 え る よ う に な っ た 。 こ こ か ら【コミュ

ニケーション は 言葉だ け で は な い】と い う表札を作っ た 。 ま

た 、別の 語 り の部分 で 、コミュニケーション に 関 す る 自 身 の

日 本 語 に つ い て の 気 づ き を 述 べ ており 、 こ ち ら の小グル ー プ

【わ か り や す く話すスキ ル が 大 事】も入れ てグル ー プ を作成

し 、両者に 共 通 す る表札を【コミュニケーション の 学 び】と

し た 。  

 表 5  グル ー プ例【コミュニケーション の 学 び】  

 カ ー ド  小 グ ル ー プ の 表 札  

ａ  2 9 / 3 0 / 3 1 / 3 2  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 言 葉 だ け で

は な い  

ｂ  4 3 / 4 4 / 4 5 / 4 6  わ か り や す く 話 す ス キ ル が 大 事  

 

5 . 1 . 2  全体 の 関係図  

こ う し た編成 を 経 て全体 のグル ー プ の 関係性 を示し た の が

以下の図２で あ る 2 1 。全体 の構成 を示す と 、 まずこ の 活 動 を

通 し て 教 師 と し て重要 だ と思う よ う に な っ た手法 と 認 識 が３

つ の グ ル ー プ （ ① 【 学 生 の 成 長 を 見 守 る 視 点 へ の 気 づ き 】

 
2 1  （ ）の中の数字はカードの枚数を表す。  
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（ 1 6 枚） 、②【答え の な い 問 に対応で き る 力】（ 1 6 枚） 、

④【コミュニケーション の 学 び】（ 8 枚） で示さ れ た 。一方

③【は がゆい 学 生 の 行 動】（ 1 0 枚） は 教 師 と し て ど う 指導

し た ら い い の か悩む課 題 で あ る 。 そ し て 、 こ の 活 動 は 異 な る

大 学 が 運 営 す る こ と で 教 師 の視点 の 違 い や テ ーマを す り 合 わ

せる 難 し さ も あ る が 、折り 合 い を つ け な が ら 進むこ と が 大 事

だ （⑤【折り 合 い を つ け て 進む】（７枚） と 結 論 づ け て い る 。  

       

図２  A 先生 の 関係図  

 

最初のグル ー プ①の【学 生 の 成 長 を見守る視点への 気 づ き】

は a【経 験 の振り返り を 言 語 化 す る こ と が 大 事】と b 【学 生
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が 考 え て話す・行 動 す る の を待つ こ と・忍耐】の小グル ー プ

に 分 か れ る 。前者は 、 こ の 活 動 の夜のミー テ ィ ングや最後の

発表会 で質問 や 感想やコメン ト を 言 わせる こ と が そ の後の 学

生 の 成 長 に な る と い う 気 づ き で あ る 。 A 先生 は 大 学 で は講義  

型 の 授業が 多 か っ た が 、 2～ 3 年こ の 活 動 に参加す る中で振

り返り の重要 性 を 学 び 、今で は 教員免許志望の 授業やゼミの

指導で も 、 内 省 を させ、 そ れ を 言 語 化 させる よ う に な っ た と

い う 。後者に つ い て は 、 こ の 活 動 は 学 生 主 体 の 活 動 で あ り 、

学 生 が計画を た て 実 行 す る の に対し て 、 「 よほど の こ と が な

け れ ば 、 学 生 に任せる 」 2 2 と い う形を と る が 、予定 通 り 進 ま

な い こ と が 多 く 、 教 師 に は 、忍耐と 「待つ 」姿勢が 求 め ら れ

る （ b 【 学 生 が 考 え て 話 す ・ 行 動 す る の を 待 つ こ と ・ 忍 耐 】 ）

と い う 。例え ば 「 な か な かスケジ ュ ー ル が う ま く い か な く て

時 間 通 り帰っ て来ら れ な い 時 に連絡な い わ 、 と か 、 いろいろ

な こ と が あ っ て 、 こ ち ら （ 教 師 ） は し び れ を き ら し て イライ

ラす る 」 こ と も あ り 、 「 こ っ ち か ら も が ん が ん電話を す る の

か 、ひた す ら彼ら が 気 が つ い て 、 動 く の を待つ の か 」悩むこ

と が 多 い が 、 や は り待つ こ と が 大 事 だ と 考 え る よ う に な っ た

と い う 。 こ れ ら は【学 生 の 成 長 を見守る視点への 気 づ き】と

言 え る 。  

 ②のグル ー プ も 2 つ の小グル ー プ か ら 成 り立つ 。 こ れ は 学

生 主 体 の 活 動 で あ り 、外に出る こ と で想定外の 事態が発生 し

た り計画がずれ込むよ う な 事態に直面す る こ と が 多 い が 、 そ

う し た 場 合 で も 教 師 は 柔 軟 に 対 応 す る 力 （ a 【 日 々 発 生 す る

想定外の こ と に対応す る柔軟性】） が 求 め ら れ る 。 も ちろん 、

こ う し た 事態は 学 生 も同じ で あ り 、 さ ら に は 2 4 時 間寝食を

共 に す る 合 宿 で 、グル ー プ 活 動 も 多 く な る た め 、コミュニケ

ーション の 問 題 で悩む学 生 も出て く る 。 だ か ら 学 生 に は こ う

 
2 2  インタビュー内容で本人の言葉を直接引用したところは「 」で示した。  
 



 
 

42 

 

し た 問 題 や想定外の 事態に あ っ て もへこ た れ な い 「 タ フ さ 」

が 求 め ら れ る （ b 【 人 と の ぶ つ か り 合 い や 想 定 外 の こ と に 耐

え ら れ る タ フ さ】」 ） こ と を 知 っ た 。 こ う し た 能 力 に つ い て

A 先生 は 「 いろいろリアル タ イムで判断し て 自 分 た ち で な ん

と か し な きゃい け な い と い う こ と な の で 、 ま あサバイバル と

い う か 生 き残ら な い と い け な い し 、立ち止ま っ て 考 え る の で

は な く走り な が ら 考 え な い と い け な い で す 」 と 述 べ 、 こ の 活

動 で は 、 ま さ にコロナ禍で見通 し が つ か な い今の 時 代 に 求 め

ら れ る 問 題 解 決 能 力 、【答え の な い 問 に対応で き る 力】） を

育 て る こ と が で き る の で は な い か と 語 っ た 。  

 ③【は がゆい 学 生 の 行 動】は A 先生 が こ の 活 動 で 課 題 と し

て 感 じ て い る部分 で あ り 、２つ の小グル ー プ に 分 け た 。一つ

目 は 共同の作業の際に 必 要 な声掛け や 指示が で き な い 学 生 が

多 い こ と に 気 づ い た （ a 【 必 要 な 声 掛 け が で き な い 】 ） と い

うグル ー プ で あ る 。例え ば 合 宿 の食事当番で 、 「 み ん な でカ

レーライスを作る な ん て い う 場 合 に 、 あ る 学 生 がひた す ら玉

ねぎの皮を剥い て 、 も く も く と料理 を す る と 、他の 学 生 は何

を し た ら い い か わ か らずに立っ て い る 」 と い う こ と が あ っ て 、

「何か を す る と き に 、他者に 指示を出す と か 、私は た まねぎ

剥く か ら 、 あ な た は に ん じ ん 、或い は逆に私は何を し た ら い

い の か尋ねる と か 、 そ う い っ たコミュニケーション が で き な

い 」 学 生 が 多 い こ と に 気 づ い た 。 こ う し た こ と に 「 教員の立

場 か ら し た ら 、 ど う し た ら こ う い う こ と を 身 に つ け させら れ

る か わ か ら 」ず、 は がゆく思っ て い る 。 二 つ 目 のグル ー プ は 、

こ の 活 動 で は 関係者に イ ン タ ビ ュ ー を す る機会 も 多 い が 、 そ

の際に準備 し た質問 を相手の話し た 内 容 に 関係な く聞い て い

く 文 脈 の な い イ ン タ ビ ュ ー が 多 い （ b 【 ス ト ー リ ー 性 の な い

イ ン タ ビ ュ ー】） こ とへの 気 づ き で あ る 。 こ れ も 「 教 え て 教

え ら れ る も の で も な い か も し れ な い 」 と思い な が ら も 、 こ う

し た 学 生 た ち の 指導を 課 題 と し て 感 じ て い る 。  
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④ の グ ル ー プ は 【 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 学 び 】 で 、 a 【 コ

ミュニケーション は 言葉だ け で は な い】は小グル ー プ 化 の プ

ロ セ ス で 述 べ た 通 り で あ る 。 b 【 わ か り や す く 話 す ス キ ル 】

は 、 合 宿 の夜の 会議等で 学 生 に わ か る よ う に話す 「 や さ し い

日 本 語 」 2 3 と い う も の を 考 え る よ う に な っ た と い う 。 日 本 語

を話す 台湾の 学 生 に も わ か る よ う に話す こ と が 大 事 だ と思う

よ う に な っ た こ と が 自 分 の 「 成 長 」 だ と 述 べ 、他の 教 師 X や

Y が 学 生 に わ か り や す く話す の を見て 学 び 、 自 分 も そ う し た

話し 方 が少し で き る よ う に な っ た の だ と い う 。  

最後の⑤グル ー プ は 、 こ の 活 動 を 経 験 し て あ ら た め て 気 づ

く 活 動 の 特 徴 で あ り 、 a 【 異 な る 視 点 を も つ 教 師 の 協 働 】 と

b 【 テ ー マ の ハ ー ド ル の 高 さ 】 を 集 め て ２ つ の 小 グ ル ー プ に

し た 。 A 先生 の専門で は 共同研究は少な い と い う が 、 こ の 活

動 は 異 な る 大 学 の 教 師 た ち が テ ーマを 決 め 、準備 を 進 め 共同

で 運 営 す る こ と に な り 、 こ れ ら の 教 師 や フ ィ ー ル ド の 関係者

に 助 け て も ら う こ と が 多 い と 感 じ て い る 。 ま た 、準備 の 段 階

か ら密にメー ル で連絡を と り あ っ て い て も 「 人格も 考 え 方 も

違 う 」 教 師 た ち の 間 で誤解 や齟齬が 生 じ る こ と は 多々あ り 、

そ の た び に折り 合 い を つ け な が ら修正を図っ て き た 。 ま た 、

テ ーマは年々社 会 性 の あ る テ ーマに 「レベルアップ 」 し て い

き 、 新聞やニュ ースを見な い 学 生 に はハー ド ル が高く な る一

方 で 、 A 先生 の 大 学 に は こ う し た 社 会 性 の あ る テ ーマで他校

の 学 生 と デ ィスカッション す る機会 が少な い の で 、チャレン

ジ を好む学 生 に は い い機会 を提供で き た と 感 じ て い る 。 こ の

よ う に他の 大 学 と 協 働 で 行 う プ ロ ジ ェ ク ト は 意義が 大 き い が 、

相互に折り 合 い を つ け て 進 め て い く 必 要 が あ る （【折り 合 い

を つ け て 進 め る】） と 感 じ ており 、 こ う し た 認 識 が 活 動 の 運

営 を支え て い る と 言 え る 。  

 
2 3  義永美 央 子 編 （2 0 1 5）『ことばの「やさしさ」とは何か』三元社  
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5 . 2  B 先生  

 B 先生 は 日 本 語 教 育 の専門で 、 2 0 1 2 年の夏か ら参加し て

い る 。 大 学 におい て は こ の 活 動 の責任者だ が 、春の 台湾で の

合 宿 は 、 い つ もスケジ ュ ー ル 的 に参加が 難 し く 、他の 教 師 が

引率で来て い る の で 、 主 に夏の 合 宿中心の参加で あ っ た 。 ま

た こ の 活 動 は 特 に B 先 生 の 大 学 が 取 り 組 む 2 0 1 2 年 か ら

2 0 1 6 年ま で 文部科学 省 のグロ ーバル 人材育 成 事業の正課外

の 活 動 だ っ た が 、 2 0 1 8 年か ら正課 内 、 つ ま り単位の あ る 授

業に な っ た 。 イ ン タ ビ ュ ー か ら 5 4 枚のカー ド を作成 し 、以

下の よ う に 分 析 を 行 っ た 。  

5 . 2 . 1  分 析 の プ ロセス  

B 先生 の 教 師 と し て の 成 長 に 関 す る箇所をカー ド 化 し な が

ら 、最初に 目 に と ま っ た の は 日 本 語 教 師 の 仕 事 で は な い 経 験

が 成 長 に つ な が っ た と い う部分 で 、 こ れ に 関係す る部分 のラ

ベル作り と小グル ー プ 化 を表６の よ う に 行 っ た 。 こ れ は 語 学

教 師 の 能 力 を超え たコン テ ンツを扱う こ と で苦労も 多 か っ た

が 、 成 長 に つ な が っ た と い う小グル ー プ で 、表札は【語 学 教

師 の 枠 を超え るコン テ ンツ】と し た 。  

 

表 6 小グル ー プ作成例【語 学 教 師 の 枠 を超え るコン テ ンツ】  

 カ ー ド  ラ ベ ル  

2  日 本 語 教 師 の 力 量 と は 全 く 違 う ん だ け

ど 、 こ の 活 動 で こ こ は す ご く 試 さ れ る と

い う か 、 そ の コ ン テ ン ツ を ど う も っ て く

る か は 、 け っ こ う 勝 負 所 だ っ た と 思 う ん

で す ね 。  

日 本 語 教 師 の 力 量

と は 違 う コ ン テ ン

ツ で 試 さ れ る  

 

3  い わ ゆ る 日 本 語 教 師 、 語 学 教 師 、 培 う べ

き 能 力 、 養 成 講 座 、 研 修 と か あ る け ど 、

そ う い っ た も の 以 外 の 、 は ず れ る よ う な

内 容 だ っ た け ど 、 教 師 と し て は 、 大 事 だ

っ た と 思 い ま す 。  

語 学 教 師 の 枠 を 外

れ る 内 容 だ が 大 事  

 

4  大 変 な 経 験 で し た け ど 、 そ れ を や っ て み

た っ て い う 経 験 は 、 成 長 と い え ば 成 長 に

つ な が っ て い る と 思 い ま す 。 違 う 能 力 を

試 さ れ 、 つ け て み た 、 と い う 感 じ で す 。  

違 う 能 力 を 試 さ れ  

成 長 に つ な が る  

 



 
 

45 

 

B 先生 が 教 師 と し て の 学 び に 言 及 し た の は 、 こ の小グル ー

プ以外に【他領域の 人 と の繋が り が 必 要】（ 3 枚） 、【違 う

価 値 観 の 人 間 と の 協 働 ： 難 し さ 、 協 力 、 視 野 の 広 が り 】

（ 1 0 枚） 、【教 師 の役割再考】（ 7 枚） 、【単位化 に 伴 う

組 織 人 と し て の 成 長 】 （ 2 枚 ） が あ り 、 こ れ ら を ま と め て

【教 師 の 成 長 と役割再考】と い うグル ー プ に ま と め た 。  

 

表 7  グル ー プ例【教 師 の 成 長 と役割再考】  

 カ ー ド  小 グ ル ー プ の 表 札  

a  2 / 3 / 4  語 学 教 師 の 枠 を 超 え る コ ン テ ン ツ  

b  8 / 9 / 1 0  他 領 域 の 人 と の 繋 が り が 必 要  

c  1 / 5 / 6 / 2 8 / 2 9 / 3 0 / 3 1

/ 3 2 / 3 3 / 3 4  

違 う 価 値 観 の 人 間 と の 協 働 ： 難 し

さ 、 協 力 、 視 野 の 広 が り  

d  4 8 / 4 9 / 5 0 / 5 1 / 5 2 / 5 3

/ 5 4  

教 師 の 役 割 再 考  

e  4 2 / 4 3  単 位 化 に 伴 う 組 織 人 と し て の 成 長  

 

5 . 2 . 2  全体 の 関係図  

こ の よ う な プ ロセスを 経 て 、図３の よ う な 関係図が完成 し

た 。 B 先生 の 語 り は 、 大 き く 合 宿中の 学 生 の 行 動 に注目 し た

観察 と 教 師 の 成 長部分 に 分 か れ て い る 。 まず合 宿 に 関係す る

部 分 で は 、 ① 【 合 宿 で は 関 係 が 濃 く な る 】 （ 1 0 枚 ） 、 ②

【教 師 の見え な い と ころで 学 生 は 学 ん で い る】（ 1 0 枚） が

あ る 。  

①  グル ー プ の【合 宿 で は 関係が濃く な る】は さ ら に 、 a【  

ニ ッ ク ネ ー ム の 魔 力 】 、 b 【 混 沌 と し て い る が 、 参 加 者 同 士

の や り と り は 密 だ 】 、 c 【 教 師 も 個 性 が 強 く 、 自 分 を 隠 さ な

い】の３つ か ら 成 る 。 B 先生 は初め て こ の 活 動 に参加し た 時

に 、 学 生同士は も ちろん 、 教 師 も 学 生 をニックネームで呼ん  
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図３  Ｂ先生 の 関係図  

 

で い る の に戸惑い 、 違和感 を 感 じ た と い う 。 し か し 、 そ の後

ニックネームで呼び 合 う こ と が 、 学 生 間 、 教 師 と 学 生 の 間 の

距離を縮め て い る こ と を 知 り 、 こ れ を 「ニックネームの魔力 」

と呼ん だ 。 そ し て 、 こ の 活 動 を 「濃い 関係」 と い う 言葉で表
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現 し て い る が 、 そ れ は 主 に 学 生 間 、 学 生 と 教 師 、 教 師 間 の 関

係が 通常の 授業よ り も密接だ か ら だ と い う 。 ま た 合 宿中は特  

に 、混沌と し て い る よ う に見え る が秩序が あ り 、 学 生 のヒエ

ラル キ ー が 生 ま れ た り 、 や り と り が密で あ る と観察 し て い る 。

こ れ が 自 分 の 学 び や 気 づ き と ど う 関係す る の か わ か ら な い と

B 先生 は 言 う が 、 は っ き り し な い何か が あ る と 感 じ た部分 で

あ り b 【混沌と し て い て 、参加者同士の や り と り は密だ】と

い う表札に し た 。 こ れ は a と c と も密接に 関係が あ り 、 教 師

間 の 関係も濃く 、 通常の 大 学 の 会議で は見ら れ な い 、 自 分 を

隠さ な い態度が見ら れ る と い う 。 B 先生 は 合 宿中の 教 師 は個

性 が強く 、 普 通 の 授業と 違 っ て 学 生 に直接注意 を し た り トラ

ブ ル に 介 入 す る こ と も 多 く な る こ と を 観 察 し て い る （ c 【 教

師 も個性 が強く 、 自 分 を隠さ な い】） 。 そ し て こ の 合 宿中の

関係は 、 学 生 の 学 び と 関連が あ り そ う だ が 、 ま だ明確 に は わ

か ら な い と B 先生 は 述 べ た 。  

②グル ー プ の【教 師 の見え な い所で 学 生 は 学 ん で い る】は  

学 生 の 学 び に 目 を向け た観察 だ が 、 こ の 活 動 で は 学 生 のグル

ー プ 活 動 や 外 に い く 活 動 に 教 師 は 毎 回 は 同 行 し な い の で 、

「私が見た 時 は 、 学 び だ と は思っ て い な い け ど 、 学 生 が 学 ん

だ と報告す る ん で すね。 （ そ れ で 自 分 の ）視点 が広が る と い

う か 、 ど う し て 何 が 学 ば れ て い る の か 、 わ か ら な い け ど 」

（ a 【 何 も や っ て い な い よ う に 見 え る が 「 学 ん だ 」 と い

う】） と い う 。 ま た 、 2 0 1 3 年春に 3 人 の 学 生 が見学 の形で

参加し た 時 に 、 教 師 で あ る 自 分 は何も 指示し て い な い の に 、

T 大 学 と N 大 学 の 教 師 と 学 生 た ち の や り取り を見て 、 学 生 が

教 師 で あ る 自 分 に同じ よ う な 行 動 を取る よ う に な っ た の を 知

り 「 学 生 の 動 き は ま わ り に影響さ れ る の だ と 知 っ て 新発見」

だ っ た （ b 【 学 生 は ま わ り の 人 の 動 き を 見 て 自 分 の 立 ち 位 置

を 知 る】） と い う 。 ま た 、 合 宿 で は 教 師 と 学 生 の 関係が近く

な る た め か 、 学 生 の 目線で見た 問 題 を 教 師 に 言 っ て く る こ と
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が 多 か っ た 。 「 （ よ く 授業で ）ピア活 動 や らせる け ど 、ピア

ど う し 、苦労し て い る け ど 、 教 師 か ら見え て こ な い 。 学 生 は

報 告 し て こ な い 。 （ で も ） 合 宿 だ と 言 っ て く る 」 の だ と 言

う 。 ま た他の 大 学 の 学 生 が B 先生 の 大 学 の 学 生 に つ い て 「〇

〇ちゃん は （ 活 動中の作業を ）何も し な い 、 あ い つ 、 気 を つ

け たほう が い い よ 」 と 言 っ て き た こ と も あ り 、 言 わ れ た 学 生

が 「先生 の前で は い い 子 で 、裏表が あ る こ と を 知 」 る こ と も

あ っ た （ c 【教 師 は 学 生 の一面し か見て い な い】） 。  

 一方 、③グル ー プ は 、【教 師 は ど こ ま で介入す べ き か】わ

か ら な い と い う 疑 問 で あ る 。 こ れ は 合 宿 と い う形態と密接な

関係が あ る 。 2 4 時 間寝食を 共 に す る 合 宿中に は 、ご飯が炊

け な い 、ゴミ処理 を ど う す る か 、お風呂の順番が混乱し て い

る等さ まざま な 問 題 が発生 す る 。 ま た 人 間 関係の トラブ ル も

発生 し 、 B 先生 は 教 師 と し て ど こ ま で介入し た ら い い か わ か

ら な か っ た と振り返る 。一参加者な ら こ う し た トラブ ル に直

接手を貸す こ と を た め ら わ な い が 、 学 生 主 体 の 活 動 で は ど こ

か で一歩引い て 学 生 に 考 え させ、対処させる介入の 方 が 理想

的 だ と思う 。 し か し 実際は 、 そ の役割の線引き が 「モヤっ と

し て い て 明 確 な 基 準 が で き て い な い 」 と 感 じ て い る （ a 【 も

や っ と し て い る線引き の判断】） 。特に 2 0 1 9 年 夏の三重県

で の 活 動 で は 、 大 型 台風に遭遇し 、 交 通機関 が麻痺し て １ 日

宿 に足止め に な る と い う 事態に遭遇し た 。 こ の 活 動 は 教室の

外に出て 行 う の で 、 こ う し た想定外の 事態が発生 す る こ と が

少な く な い 。 こ ん な 時 に次の 活 動 を ど う す る か を 教 師 が すぐ

指示す る の か 、 学 生 に判断させる の か を 決 め る こ と も 難 し い

と 感 じ た 。 B 先生 は 、 「 そ の あ た り も線引き で き な い も の じ

ゃな い で す か 、 こ れ は 。 （ そ う ） な ん だ け ど 、 自 分 が ど う い

うふう に し た ら い い の か 、 そ の クリアな基準が な い ま ま参加

し て い て 、 常 に モ ワ ー っ て し て い る 感 じ 」 な の だ と い う （ b

【 想定外の 事態に ど う線引き を す る か】） 。  



 
 

49 

 

し か し 、 こ の よ う な 活 動 を 運 営 し て き て 、 ま だ明確 に で  

き な い 教 師 と し て の立場 や 学 生 た ち の 学 び は あ る も の の 、 教

師 と し て は 大 き な 成 長 を 感 じ て い る 。 こ の 活 動 は 、 教室の中

で 通 常 要 求 さ れ る 教 師 の 能 力 を 超 え る コ ン テ ン ツ を 扱 う （ c

【語 学 教 師 の 枠 を超え るコン テ ンツ】） こ と で 、 自 分 に と っ

て は 大 き な挑戦だ っ た が 、 そ れ で 違 う 能 力 を試さ れ 成 長 し た

と 感 じ た と い う 。 ま た 、 こ の 活 動 は地域の 関係者の 協 力 が な

け れ ば 活 動 と し て 成 り立た たず、 教 師 た ち が そ れ ぞ れ の繋が

り か ら こ う し た 関係者を探す こ と に な る が 、 そ れ も 容易な こ

と で は な か っ た （ b 【 他 領 域 の 人 と の 繋 が り が 必 要 】 ） 。 さ

ら に参加す る 大 学 に よ っ て こ の 活 動 の位置づ け やゴー ル も 違

い 、価値観と 考 え 方 、 教 師 の 得 意・不 得 意 の 違 い 、 教 師 と 学

生 の温度差も あ る中で 、 共 通 の テ ーマを 決 め る こ と も 難 し か

っ た が 、担当教 師 た ち の 「 知恵と 行 動 力 」 に よ っ て な ん と か

運 営 し て こ ら れ た 。 違 い の あ る中で そ の後の 指導ま で 教 師 が

相談し あ い 、 協 力 し て や っ て き た こ と で 、 教 育 活 動 に対し て

の 視 野 も 広 が っ た （ a 【 違 う 価 値 観 の 人 間 と の 協 働 ： 難 し

さ 、 協 力 、視野の広が り】） と 感 じ て い る 。  

 ま た B 先生 は こ の 活 動 で 教 師 と し て の役割を再考 す る機会

に恵ま れ た と 言 っ て い る 。 そ れ は こ の 活 動 が 教室の外で 行 わ

れ る こ と で 、 学 生 と の距離感 も 変 わ り 、 時 に は悩み を聞い た

り 、 「 台湾の 学 生 と 交 流 す る こ と が触媒」 に な っ て 「 異 文 化

理 解 能 力 や発信 力 」 に 目覚め る よ う な 学 生 を見る こ と も あ り 、

人 間 的 な 成 長 を促す機会 を提供す る 教 師 の役割も 考 え る よ う

に な っ た 。 こ れ は 「 日 本 語 教 師 の 枠 か ら の脱皮」 と も 言 え 、

「 日 本 語 力 が伸び な く て も 人 間 力 が伸び れ ば い い ん じゃな い

か っ て 、 今 は 思 っ て い る 」 （ d 【 教 師 の 役 割 再 考 】 ） と 語 っ

た 。  

さ ら に 、 こ の 活 動 は B 先生 の 大 学 で 2 0 1 8 年か ら正課科目

と連動 し て単位が取れ る よ う に な っ た が 、単位化 の過程で 、
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提案を 通 す に は 、様々な 方面への 目配り が 必 要 で あ る こ と を

学 び 、 「 組 織 人 と し て の 成 長 に つ な が っ た 」 と 感 じ て い る

（ e 【 単位化 に 伴 う 組織人 と し て の 成 長】） 。  

 

6 .考 察  

 二 人 の 教 師 は専門も所属す る 大 学 も 異 な り 、 認 識 の 変 化 や

気 に な る と ころ、 成 長 し た と 感 じ る と ころも 異 な る 。 A 先生

は 、 学 生 主 体 の 活 動 の中で 学 生 の 成 長 を促す手法 と態度を 学

び 、 言葉が足り な く て も 人柄や態度で伝え ら れ る も の が 大 き

い と 考 え る よ う に な る等、 言葉の捉え 方 で も 新 た な 認 識 を 得

た 。 B 先生 は 学 生 の 行 動 に注目 し た観察 を 述 べ 、 通常の 教室

で 教 師 は 学 生 の一面し か見て い な い こ と を 知 っ た と い う 。 ま

た 、 教 師 の役割と し て 人 間 的 な 成 長 を促す機会 を提供す る こ

と を 大 事 だ と思う よ う に な っ た こ と を 成 長 と と ら え て い る 。

し か し 、 こ の よ う に 違 う視点 の中に も 、 成 長 の過程を 考 え る

上 で 共 通 す る部分 が２点 あ っ た 。  

6 . 1 認 識 の 変 化 、 「 成 長 し た 」 と 感 じ る部分  

一つ 目 はショー ン （前掲） が 述 べ る と ころの 、 自 身 が無意

識 に持っ て い た役割や 問 題 に対す る 自 分 の フレームに 気 づ い

て 新 た な 枠 組 み を模索す る 「状況と の対話」 が 生 ま れ 、 省 察

を 経 て 新 た な 気 づ き や 認 識 が 生 ま れ て い る こ と で あ る 。 こ う

し た 変 化 は 、 いずれ も 自 分 の慣れ親し ん だ 場所か ら離れ た 仕

事 や 困 難 を 感 じ る 経 験 を し た 時 に 、起こ り や す い の で は な い

か と筆者は 考 え た 。  

例え ば A 先生 は 、専門で あ る 日 本 文 学 で は 学 生 の 経 験 を振

り返っ て 内 省 させ言 語 化 させる こ と は な か っ た が 、 こ の 活 動

に参加す る よ う に な っ て か ら重要 性 を 認 識 し 、他の 授業で も

こ の 方 法 を取り入れ る よ う に な っ た 。同様に 活 動中の想定外

の 事態や 学 生 た ち に イライラさせら れ る 体 験 か ら 新 た な 気 づ

き も 得 て い る 。例え ば 、 こ の 学 生 が 主 体 と な っ て 運 営 す る 活
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動 で あ る こ と か ら 、予定 通 り 進 ま な い こ と が 多 く発生 し て も 、

教 師 に は 、忍耐と 「待つ 」姿勢が 求 め ら れ 、 学 生 に も タ フ さ

さ が 求 め ら れ る こ と を 知 っ た と い う が 、 そ れ は 「待つ 」 こ と

が 学 生 の 成 長 に つ な が る何か を 「状況と の対話」 の中で 感 じ

た か ら で あろう 。特に予測不 能 な 事態に対応す る 力 が先行 き

の見え に く い 不 確 実 性 の 時 代 に 求 め ら れ る 力 に な る と い う示

唆も 得 た 。  

B 先生 も 、 こ の 活 動 で は 、 フ ィ ー ル ド の 関係者と連絡し た

り従来の 語 学 教 師 の 枠 を超え るコン テ ンツを準備 、 運 営 す る

こ と で 新 た な 能 力 を試さ れ 、 そ れ が 自 分 に 成 長 を も た ら し た

と 述 べ て い る 。 ま た 日 本 語 を 教 え る こ と よ り も 人 間 力 を つ け

る こ と が 大 事 だ と思う よ う に な っ た 。 こ れ は 日 本 語 を 教 え る

こ と を否定 し て い る わ け で な く 、 ま た 人 間 力 と い う も の を明

確 に 定義で き る わ け で は な い が 、 言葉を 教 え る以上 の も の が

教 育 に は重要 だ と 気 づ い た と い う こ と で あろう 。 こ れ ら は B

先生 が そ れ ま で あ た り前だ と思っ て き た 枠 組 み に 気 づ き 、 実

践 の中の 省 察 を 経 て別の 枠 組 み を模索し始め た こ と を示し て

い る 。   

6 . 2  不 確 か な 感覚  

 二 つ 目 は 、 実 践 の中で 問 題 と し て 感 じ た り 気 に な る と ころ、

明確 に わ か ら な い が 、 そ こ に何か が あ り そ う だ と 感 じ て い る

こ と で あ る 。 こ れ は 実 践 の中で 生 ま れ る 不 確 実 な こ と や 不 確

か な 感覚で あ る が 、 「状況と の対話」 の中で 、 解 決 方向を探

し探究を 続 け る こ と で 、 新 た な 実 践 知 を獲得 す る 可 能 性 を持

つ と 考 え る こ と が で き る 。  

 A 先生 は 、 指導で き る も の か ど う か わ か ら な い と 言 い な が

ら 学 生 が 問 題 解 決 の た め の周り の 人への声か け が で き な い と

い う 問 題 を挙げて い る 2 4 。 ま た 活 動 に よ く あ る イ ン タ ビ ュ ー

 
2 4 工藤節子（2 0 1 7）「台日プロジェクト型交流におけるリーダーの経験と成長」

（口頭発表）には、同じ活動の中でもリーダーを経験すると全体を見て何が必要  
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が 文脈をふま え たスト ーリー 性 の あ る も の に な っ て い な い 学

生 の状況を嘆い て い る 。 こ れ ら は 、今後の 指導の 課 題 と し て

残さ れ る が 、 時 間 を か け て 指導を す る こ と で改善で き る 可 能

性 も あ る 。一方 、 学 生 が計画を た て 運 営 す る 学 生 主 体 の 活 動

で は 、 イライラす る よ う な 事態に な っ て も 、忍耐強く 「待つ 」

こ と が 大 事 だ と 述 べ て い る も の の 、 こ れ は 時 に 教 師 に 葛 藤 を

感 じ させる と ころで あろう 。  

こ れ は 、 B 先生 が 活 動中の さ まざま な 問 題 に ど こ ま で 教 師

が介入す べ き か悩む部分 と よ く似て い る 。 学 生 主 体 の 活 動 で

は想定外の 事態が発生 す る こ と も 多 く 、 こ の 活 動 で ファシリ

テ ー タ ー の役割を担う 教 師 は ど う 行 動 す る べ き か 、 ど こ ま で

介入し た ら い い の か に悩むの だろう 。 B 先生 は ま た 、 合 宿中

に は 教 師 に は見え な い 学 生 の 行 動 が あ っ て 、参加者同士の濃

い 関係が あ り 、混沌と し た中に も 、 学 び に繋が る何か が あ る

よ う だ と 感 じ て い る 。 い つ ど の よ う な 行 動 や 言 動 が 学 生 の ど

の よ う な 学 び に繋が っ て い る の か 、今後の 実 践 と 省 察 をふま

え探究を 続 け る こ と で 、 新 た な 知見が 得 ら れ る 可 能 性 が あ る 。  

 

７．おわ り に  

 以上 、 教 師 の 成 長 と は何か を 論 じ 、 プ ロ ジ ェ ク ト 型 の 協 働

の 教 育 活 動 に 関 わ る 教 師への イ ン タ ビ ュ ー と そ の後の K J 法

に よ る 分 析 か ら 、 教 師 の 気 づ き 、 葛 藤 や 疑 問 を 抱 え な が ら 認

識 の 変 化 、 行 動 の 変 化 に つ な が る 可 能 性 の あ る 成 長 に つ い て

も 論 じ た 。 成 長 の き っ か け に な る も の は そ れ ま で 教 師 が な じ

ん で き た 枠 組 み と は 違 う 経 験 を す る こ と で あ り 、 困 難 を 伴 い

な が ら も 、 省 察 を 経 て 新 た な 考 え 方 や 枠 組 み を発見し て い く

過程で あ る こ と が見え て き た 。特に 、 二 人 の 教 師 は 経歴か ら

言 え ばベテラン の 教 師 に属す る が 、 新 た なチャレン ジ に向か

 
かがわかり、人にも必要な指示ができるようになるという事例が報告されてお

り、今後のさらなる研究が求められる。  
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う と き 、 新 し い 成 長 が 生 ま れ 、 そ れ は 飯 野 （ 2 0 1 7 ） が 言 う

よ う に 、個人 の 変 化 に と ど ま らず、周り の 環 境 や 学 生 た ち に

影響を与え る で あろう 事 が予想さ れ る 。 し か し 、 新 た なチャ

レン ジ が 人 間 に 成 長 を も た ら す も の だ と わ か っ て も 、 大 変 そ

う に見え る 事 にチャレン ジ し よ う と す る 教 師 と そ う で は な い

教 師 が い る の は世の常で あ る 。今回イ ン タ ビ ュ ー を し た 二 人

の 教 師 は 自 分 の な じ み の あ る 分野と は 違 う任務に 果敢に挑戦

し て こ ら れ た の だ と 感 じ た が 、 そ う し た 行 動 を後押し す る 要

素は何な の か 、今回の 分 析 で は明ら か に で き な か っ た 。 こ れ

は次回の 課 題 と し た い 。  

 ま た 、 こ の 活 動 が 学 生 主 体 の 活 動 、 合 宿 と フ ィ ー ル ド を 舞

台 に 展 開 さ れ る 活 動 、 異 な る 大 学 間 の 協 働 で あ る こ と で 、 省

察 を 経 た 多 く の 実 践 知 と 課 題 も 確 認 さ れ た が 、 こ れ ら は今後

の 教 育 実 践 の中で 、 さ ら な る検討を 続 け て い か な け れ ば な ら

な い 。  

イ ン タ ビ ュ ー に つ い て も 貴 重 な 示 唆 を 得 た 。 横 溝 （ 2 0 0 6 ）

は イ ン タ ビ ュ ー に つ い て 、 研究者に情報提供を す る だ け で は

な く 、 教 師 が 「『語 る』と い う 行為を 通 し て 自己内対話が 生

み だ さ れ 、 そ れ に よ り こ れ ま で のライ フコースを整理 し 、 現

在の位置を見定 め 、同時 に こ れ か ら の 課 題 と見通 し を つ け て

い く 」 2 5可 能 性 に つ い て 述 べ て い る が 、 A 先生 は イ ン タ ビ ュ

ー が終わ っ た 時 に 「 い い振り返り の機会 に な り ま し た 」 と 言

わ れ た 。 イ ン タ ビ ュ ー はショー ン の い う 「 行為の中の 省 察 」

で は な く 実 践 を振り返っ て 「 行為に つ い て の 省 察 」 を 行 う機

会 に な る の か も し れ な い 。 B 先生 と も 、 こ の 活 動 の振り返り

を も と に筆者は 活 動 の 課 題 に つ い て 意見を 交換す る こ と が で

き た 。お二 人 の先生 に心か ら 感謝を申し 上げた い 。  

 

 
2 5  横 溝 伸 一 郎 （ 2 0 0 6 ） 「 日 本 語 教 師 養 成 ･ 研 修 に お け る 教 師 の ラ イ

フ ヒ ス ト リ ー 研 究 の 可 能 性 の 探 求 」 、 P . 1 6 3  
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